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データベースの価格設定に対する理解

データベースおよびビジネス インテリジェンスの価格設定とライセンスの比較

発行 : 2005 年 11月
最新情報はこちらを参照してください。http://www.microsoft.com/japan/sql/howtobuy/default.mspx
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はじめに
これまで、データベースの価格は、非常に分かりにくいものでした。複雑な価格付けとライセンスにより、個別の比較が困難になっています。一見、データベース ソフトウェア製品は高価に見えないかもしれません。しかし、たいてい購入価格以外にコストがかかります。時間が経つにつれ、顧客は製品の機能を維持するために途方もないお金を支払うことになります。データベースの価格を考慮する際、ソリューションの配置および使用に関する直接的なコストだけでなく、それ以外のコストも考慮することが重要です。
ハードウェアの進歩は、データベースの価格に大きな影響を及ぼします。プロセッサ速度が著しく上昇することにより、低コストで高いパフォーマンスが実現できます。ハードウェア コストは低下する傾向にありますが、依然として標準的な企業のIT 予算の大部分を占めています。組織のコスト削減が推進されるにつれて、IT 部門はコスト効率がよく、高いレベルの要求にも対応できるソリューションを求めるようになります。コスト削減は要求されても、データベースに対する可用性、パフォーマンスおよび信頼性はビジネス ニーズに見合ったレベルが必要でしょう。
ソフトウェア技術の進歩もまた、価格に影響を及ぼします。レポーティングや OLAP (online analytical processing : オンライン分析処理) およびデータ マイニングのような、以前はハイエンド ユーザーのみ使用することのできた技術は、広範囲なインフォメーションワーカーに対して組織も越えてオープンなものとなり、一般ユーザーも洗練されたビジネス分析を行うことができるようになっています。これにより、組織は必要とする情報を統合し、これまで単なる大規模なデータ セットであったものをリッチなビジネス ナレッジに高めて、あらゆるレベルでより優れた決定を下すことができるようになります。
データベースの価格をよく理解するために、この資料では3つの主要なベンダー (Microsoft、Oracle、IBM) のデータベースの価格を様々な方法で比較します。また、会社が一番最初に使用するデータベースを決定するため、各ベンダーが採用している価格付けの考えについても説明します。これにより、典型的な落とし穴や、価格の罠を避けることができます。データベースの価格をよく理解するには、様々な観点が必要となります。
· エディション
· オプション/アドオン
· ライセンス モデルおよびマルチコア プロセッサの効果

· 保守およびサポート

· 価格の比較

· 総運用コスト(TCO)
エディション
データベース ソフトウェアを購入する際、最初に考慮するのはエディションです。データベースのエディションにより、企業が利用できる機能に差異が生じてきます。ベンダーはエディションごとに異なるアプローチを採用します。通常、特定の市場をターゲットとしたエディションではそのエディションでのみ使用可能なオプションを用意しています。
一般的には、データベース エディションは次の4種類に分類できます。
フリー版： ローカル データ ストアを必要とし、機能やメモリ、データベースのサイズ、ユーザー数および拡張性に関する制限を許容できる組織を対象としたもの。
ベーシック版： 基本的なデータ管理を必要とする中小規模のビジネスを対象としたもの。これらのエディションでは、簡易化したツールや基本的なデータベース機能が含まれるが、CPU 数は制限される。また、メモリやデータベースのサイズ、またはユーザー数も制限される場合がある。
スタンダード版：中規模ビジネス、または部門別のソリューションを対象としたもの。スタンダート エディションは、CPU数を制限され、洗練されたエンタープライズ エディションの機能が含まれないことが多い。
エンタープライズ版： 大規模データおよび/または高いトランザクション処理能力を必要とするアプリケーションを使用する大企業を対称としたもの。エンタープライズ エディションには高可用性やクラスタリング、および高度な管理ツールなどの機能が含まれ、一般的に CPU またはメモリの制限がない。
	種類
	機能
	製品の例
	価格

	フリー版
	限定的なデータベース機能

メモリサイズ制限

データベースサイズ制限

機能制限
	Microsoft SQL Server Express Edition
Oracle Express Edition
	$0

	ベーシック版
	基本的なデータベース機能

簡易的な管理ツール

基本的なセキュリティ
2 CPUまで

メモリサイズ制限
	Microsoft SQL Server Workgroup Edition

Oracle Standard Edition One

DB2 Express Edition 
	1CPUにつき
$500–$5,000 

	スタンダード版
	可用性

完全なデータベース機能

基本的な管理ツール
4 CPUまで
	Microsoft SQL Server Standard Edition

Oracle Standard Edition

DB2 Workgroup Edition
	1CPUにつき
$5,000–$15,000

	エンタープライズ版
	高可用性

拡張性

高度な管理ツール
エンタープライズ　セキュリティ
CPU 制限なし
	Microsoft SQL Server Enterprise Edition

Oracle Enterprise Edition

DB2 Enterprise Server Edition
	1CPUにつき
$25,000–$40,000 


これら4種類に関する詳細は次表の通りです：
注意： 価格は全てプロセッサごとのもので、アメリカ合衆国内で US ドルで購入する際の価格です。価格はベンダーの Web サイトで入手できる情報を基にしています。
オプション/アドオン
いくつかのベンダーでは、ベースとなる製品に全ての機能が含まれます。例えば、Microsoft の顧客は機能を追加するための “アドオン” を別途購入する必要はありません。ただし、IBM や Oracle のようなベンダーはベースとなる製品に含まれている機能が制限されていて、”オプション” または “アドオン” 機能が別に提供されます。これらのオプションは非常に高価で、結局ベースの製品自体よりもコストがかかることになります。そのため、異なるデータベースを評価する場合、ベースの製品にどの機能が含まれているのか、また、オプションのみを入手可能であるのか考慮する必要があります。
IBM や Oracle の場合、最も基本的なアプリケーション以外に、アドオンは頻繁に必要となります。これらのベンダーが提供するアドオンの例としては次のものが含まれます：
· セキュリティ
· OLAP (オンライン分析処理)
· データベース チューニングと管理

· データ マイニング

問題をより複雑にしているのは IBM や Oracle が提供する大部分の管理やセキュリティ、およびビジネス インテリジェンス オプションは、エンタープライズ エディションでのみ選択可能であるということです。顧客が必要とするものがビジネス インテリジェンス アプリケーション用の OLAP などの特殊なオプションである場合、大抵は非常に多くのコストをかけてStandard Editionから Enterprise Edition にアップグレードする必要が生じるでしょう。
一方、Microsoft は SQL Server Standard Edition と Enterprise Edition で共に完全な データ管理および分析機能を提供してきました。そのため、顧客はデータ管理システムを稼動させる際、大幅なコスト増が発生する状況を考慮せずに済みます。
次のグラフと表は、オプションがデータベースの総ライセンス コストに与える影響を取り上げたものです。オプションによって、データベース ソリューションの総コストがいかに劇的に変化するかわかります。
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	Microsoft SQL Server
	Oracle
	IBM

	Enterprise Edition
	$24,999
	$40,000
	$25,000

	管理ツール アドオン
	含まれる
	$3,000 (Diagnostics Pack)

$3,000 (Tuning Pack)

$3,000 (Configuration Mgmt Pack)

$3,000 (Change Mgmt Pack)
Total = $12,000
	$9,910 (Recovery Expert)
$10,000 (Performance Expert)

Total = $19,910

	OLAP Server アドオン
	含まれる
	$20,000 (OLAP Option)
	$28,000 (OLAP Server)

	データマイニング　アドオン
	含まれる
	$20,000 (Data Mining Option)
	$60,000 (Intelligent Miner)

	総コスト
	$24,999
	$92,000
	$132,910


注意： 価格は全てプロセッサごとのもので、アメリカ合衆国内で US ドルで購入する際の価格です。価格はベンダーの Web サイトで入手できる情報を基にしています。
マルチコア ライセンス
データベースのエディションとオプションの検討後、次に全体的なライセンス モデルを検討します。データベース ベンダーは通常2種類のモデルを提供します：
· ユーザー/デバイスおよびサーバー モデル 
– ユーザーもしくはデバイスごとのライセンスに加えサーバー ライセンスが必要
· プロセッサ単位モデル 
– サーバーのプロセッサ単位にライセンスが必要
この資料ではプロセッサ単位モデルを詳しく検討していきます。ハードウェアの技術的な進歩に従ってベンダー間のコスト格差を広げる可能性があります。特に、マルチコアはデータベースのパフォーマンスを今後数年押し上げるであろう技術革新です。Intel と AMD は2005年に2 または4以上のコアを持つプロセッサを出荷する計画を発表しました。マルチコアにより、アプリケーションで使用できるスレッドの総量が増えます。この結果、同時に発生するワークロードの並列処理に対し、使用できるスレッドの増加によるメリットは非常に大きくなります。企業が使用するオペレーティング システムや大部分のアプリケーションは、マルチスレッド環境をサポートできるため、マルチコア チップによる50% 以上のパフォーマンス向上が期待されます。マルチコアは顧客にメリットを与えるムーアの法則の別の手段とも言えます。
ただし、エンタープライズ データベース業界は、コアはプロセッサ単位のライセンス モデルのプロセッサと同じであるという立場をとっています。IBM は何年も前から RISC ラインでデュアル コア サーバーを販売し、コアごとに課金し続けています。最近、IBM はIntel および AMD ベースのシステムでもプロセッサごとに課金するつもりであると発表しました。一方 Oracle は、システムのコア数に0.75 を掛けた数を切り上げて課金する方針を採用しました。例えば、1 プロセッサのデュアルコア サーバーを使用している Oracle ユーザーは 2 プロセッサに相当(0.75 x 2 コア = 1.5、ライセンスとしては2に切り上げ)して課金されます。システムにより多くのコアが使用可能になるにつれ、その差異は非常に大きくなっていきます。クアッドコア システムに関しては、Oracle ユーザーはプロセッサ単位のライセンス方式に基づき、3を掛けて支払う必要があります。一方、8コア システムになると 6を掛けて支払わねばなりません。これはハードウェアの革新に対するソフトウェアの税金とも言えます。
これに対してMicrosoft では単一のマルチコア ライセンス方式を採用しています。Microsoft のプロセッサ単位のソフトウェア ライセンスに対して、コアではなく物理プロセッサに対してライセンス化することにより、エンタープライズ ソフトウェアのコストを削減します。つまり、プロセッサ単位のソフトウェアに必要なライセンスは、コアではなくプロセッサ数によって決定するということです。
次のグラフは、エンタープライズ データベース エディションに対する、マルチコア価格の影響を表したものです。4 プロセッサ サーバーにインストールされた SQL Server 2005 Enterprised Edition の場合、4 プロセッサのライセンスとして約 $100,000 必要となります。デュアルコア プロセッサで4つのコア上でソフトウェアを実行することになりますが、必要なプロセッサのライセンスは4つだけなので、総コストは変わりません。一方、Oracle と IBM はコア単位で変わります。同じ状況でも、ライセンスのコストは、50 % および 100 % 単位で増えていきます。クアッドコア システムの場合、両ベンダーのライセンス コストは2倍です。IBM と Oracle データベース ライセンスは、Microsoft と同じライセンスに比べ、500% かかることになります。
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注意： 価格は全てプロセッサごとのもので、アメリカ合衆国内で US ドルで購入する際の価格です。価格はベンダーの Web サイトで入手できる情報を基にしています。
保守とサポート
通常、データベース ライセンスに加え保守とサポートも購入します。料金は大抵、製品のカタログ記載価格の 20 ～ 25% です。Oracle や IBM は、Microsoft よりもライセンス コストがかなり高いため、保守コストも同様に高くなります。
保守契約により、顧客はソフトウェアの新しいバージョンを入手することができます。通常、ベンダーは、勤務時間終日サポートから専用のオンサイト サポートまで、サポートにいくつかのレベルを設定しています。Microsoft とは異なり、Oracle と IBM の場合、サービスパックおよびセキュリティ パッチの提供に対しても保守契約が必要となります。
データベースの長いライフサイクルを考え、Oracle や IBM のデータベースを保守するのに必要な膨大な運用コストも考慮しておくことは重要です。
Microsoft ソフトウェア アシュアランスは顧客が新しい技術に自然に触れることができるようにし、生産性向上やサポート、ツール、およびソフトウェアの配置や使用するためのトレーニングも提供します。更に新しいバージョンへのアップグレードの権利に加え、以下の利点も含まれます：
· 年次分割払い
· 自宅でのライセンス使用権(Home Use Program : HUP)

· 
社員購買プログラム(Employee Purchasing Program : EPP)

· 

 HYPERLINK  \l "_TechNet_Plus_and_TechNet Managed Ne" 

TechNet Plus および TechNet Managed Newsgroups
· 
年中無休 (24 x 7) の技術サポート
· 延長ホットフィックスサポート
· 障害復旧を目的とする “コールド” バックアップ
· 企業内エラー報告 (CER)

· 
エンタープライズ ソース コード ライセンス プログラム (ESLP)
· Microsoft Windows プレインストール環境 (WinPE)

· 

 HYPERLINK  \l "_Microsoft_E-Learning_(top)" 

Microsoft E-Learning

· 
マイクロソフトのトレーニング受講券
Microsoft ソフトウェア アシュアランス プログラムに関する詳細はこちらです：http://www.microsoft.com/japan/licensing/sa/default.mspx
価格の比較
データベースの価格に影響を及ぼす直接および間接的なコストを検討後、次にベンダーのデータベース ソリューションを個々に比較します。
Microsoft SQL Server 2005 と Oracle 10g 
SQL Server 2005 は追加のコストを発生させずに、管理やセキュリティ、およびビジネス インテリジェンス機能を統合ソリューションとして提供しています。Oracle ではこれらの重要な機能をアドオンとして販売し、ほとんどは Oracle 10g Enterprise Edition でのみ使用可能です。アドオンとして含まれるものは次の通りです：
· 診断ツールのような重要な管理機能やパフォーマンス モニタリング ツール、およびチューニング ツール。これらの管理ツールは SQL Server 2005 Standard および Enterprise Edition には標準的な機能として含まれるが、Oracle 10g の両エディションでは別途購入が必要なオプションとしてのみ使用できる。
· データの暗号化や PKI (publick key infrastructure) およびシングル サインオンのサポート。これら重要なセキュリティ機能は、SQL Server 2005 Standard および Enterprise Edition には含まれ追加コストは不要。Oracle は、これらの機能を別途購入オプションとして提供し、Enterprise Edition でのみ使用可能である。つまり、Oracle 10g Standard Edition のユーザーは代わりとなるソリューションを見つけるか、サードパーティ ソフトウェアが提供するアドオンのセキュリティ製品をインストールする必要がある。
· OLAP (online analytical processing) のようなビジネス インテリジェンス コンポーネントや、エンタープライズ レポーティング、およびデータ マイニング。これらの機能は SQL Server 2005 Standard および Enterprise Editon には含まれる。Oracle は、これらを別途購入オプションとして提供し、Oracle 10g Enterprise Edition でのみ使用可能である。
以下の表とグラフで、これら主なデータ管理機能に関連したコストを比較すると、SQL Server 2005 と Oracle 10g の価格に大きな違いがあることが分かります。これらの価格の違いは、マルチコア プロセッサのライセンスも考慮すると更に際立ったものになります。
	
	Oracle 10g
	
	Microsoft SQL　Server 2005


	スタンダード版 
	Standard Edition
	$15,000
	Standard Edition
	$5,999

	総コスト
	
	$15,000
	
	$5,999

	エンタープライズ版
	Enterprise Edition
	$40,000
	Enterprise Edition
	$24,999

	
	Management Packs
	$6,000
	管理ツール
	含まれる

	
	Advanced Security
	$10,000
	ネットワークの暗号化シングル サインオン、PKI フレームワーク
	含まれる

	
	Business Intelligence
(OLAP and BI add-on)
	$40,000
	BI機能 (データ統合、分析、レポーティング機能)
	含まれる

	小計 
	
	$96,000
	
	$24,999

	高可用性
	高可用性構成のための追加のデータベースインスタンス
	$96,000
	高可用性構成のための追加のデータベースインスタンス
	含まれる

	小計
	
	$192,000
	
	$24,999

	マルチコア
	追加コアに対するコスト(デュアルコア プロセッサの場合)
	$192,000
	追加コアに対するコスト
	含まれる

	エンタープライズ版の総コスト 
	
	$384,000
	
	$24,999
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注意： 価格は全てプロセッサごとのもので、アメリカ合衆国内で US ドルで購入する際の価格です。価格はベンダーの Web サイトで入手できる情報を基にしています。
SQL Serverによりプロセッサ単位でコストが削減されます。プロセッサを追加するにつれ、コスト削減の幅が大きくなっていきます。
Oracle データベースとの比較に関する詳細はこちらを参照してください。http://www.microsoft.com/japan/sql/prodinfo/compare/oracle/default.mspx
Microsoft SQL Server 2005 と IBM DB2 8.2
IBM DB2 version 8.2 Enterprise Server Edition と SQL Server Enterprise Edition の基本価格は同じくらいですが、IBM は Microsoft が SQL Server 2005 の標準製品機能として含む OLAP (オンライン分析処理) やデータ統合およびデータ マイニングなどのアドオン機能の料金が非常に高価です。次の表とグラフでは、SQL Server 2005 と DB2 8.2 の価格の違いを比較したものです。これまでと同様に、これら価格の違いは、マルチコア プロセッサを考慮するとより顕著になります。
	
	IBM DB2 version 8.2
	
	Microsoft SQL Server 2005


	スタンダード版 
	Workgroup Edition
	$7,500
	Standard Edition
	$5,999

	
	総コスト
	$7,500
	総コスト
	$5,999

	エンタープライズ版
	Enterprise Edition
	$25,000
	Enterprise Edition
	$24,999

	
	Warehouse Manager Add-on
	$10,600
	Integration Services
	含まれる

	
	OLAP Server Add-on
	$28,000
	Reporting Services、  Analysis Services
	含まれる

	
	小計
	$63,600
	小計
	$24,999

	高可用性 
	高可用性構成のための追加のデータベースインスタンス
	$63,600
	高可用性構成のための追加のデータベースインスタンス 
	含まれる

	
	小計
	$127,200
	
	$24,999

	マルチコア
	追加コアに対するコスト(デュアルコア プロセッサの場合)
	$127,200
	追加コアに対するコスト
	含まれる

	
	エンタープライズ版の総コスト
	$254,400
	
	$24,999
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注意： 価格は全てプロセッサごとのもので、アメリカ合衆国内で US ドルで購入する際の価格です。価格はベンダーの Web サイトで入手できる情報を基にしています。
SQL Serverによりプロセッサ単位でコストが削減されます。プロセッサを追加するにつれ、コスト削減の幅が大きくなっていきます。
IBMのデータベースとの比較に関する詳細はこちらを参照してください。http://www.microsoft.com/japan/sql/prodinfo/compare/ibm/default.mspx
総運用コスト(TCO)

データベース ソフトウェアのコストの検討後、次のステップでは総運用コスト(TCO) の比較を行います。独立系サードパーティは運用管理コストの大幅な削減を含む複合的なコスト カテゴリにおいてSQL Server の TCO が低いことを立証しました。実際にNerveWire 社の研究により、SQL Server は 3年以上にわたる調査期間で競合他社製品に比べ 47% ものコスト削減になることが明らかになっています。以下の表は研究結果のサマリです：
	アプリケーションの種類
	コスト
	SQL Server のTCO
	競合製品のTCO
	コスト削減の比率

	全社規模のアプリケーション
(100人以上のユーザー数)
	運用管理
	$511,928
	$926,078
	45%

	
	設計と開発
	$158,381
	$181,875
	13%

	
	ソフトウェアライセンス
	$75,000
	$225,000
	67%

	
	ハードウェア
	$101,500
	$221,500
	54%

	
	保守
	$64,500
	$145,125
	56%

	
	トレーニング
	$12,627
	$31,388
	60%

	
	TCOの合計
	$923,936
	$1,730,966
	47%

	部門アプリケーション
 (50-100人の ユーザー数)
	運用管理
	$209,411
	$312,886
	33%

	
	設計と開発
	$37,474
	$49,274
	24%

	
	ソフトウェアライセンス
	$15,000
	$45,000
	67%

	
	ハードウェア
	$34,300
	$74,300
	54%

	
	保守
	$12,900
	$29,025
	56%

	
	トレーニング
	$1,681
	$3,643
	54%

	
	TCOの合計
	$310,767
	$514,128
	40%
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まとめ
エンタープライズ データベース ソリューションを配置および管理するのにかかる直接および間接費用を理解することにより、組織にとって最適なデータベースを広い情報をもとに決定することができます。ライセンス モデルのコンポーネント全てや新しいマルチコア技術に対するライセンスが全体のコストにどのように影響するのかを知ることは、データベースの価格を理解する上で非常に重要なステップです。
クリティカルなデータ分析を行う人々にとって、SQL Server 2005 はユーザーが要求する高いサービス レベルに見合うコスト効率のよいソリューションを提供するということは再三にわたって証明されました。SQL Server 2005 はハードウェアやソフトウェア、運用管理および保守のコスト削減に関しても非常にメリットがあります。
· ハードウェアのコスト低減

· ソフトウェア ライセンス コストの低減

· サポートおよび保守コストの削減

· ビジネス/ユーザーの要求に見合う機能

この資料は他のデータベース管理ソリューションと対比しながら SQL Server 2005 の機能がハードウェア コストとソフトウェア ライセンスを減少させ、サポートおよび保守コストも削減するものであることを示してきました。
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Integrated server infrastructure software that
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